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中 学 校 社 会 科 に お け る 「‾見 方 や 考 え 方 」 の 検 討
一地理的分野と公民的分野 の比較を通して－
Examination of Social Cognition m the Social Studies at a Junior High School Level :
Comparison between Geography ａｎｄ Civics
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図１　地理的分野における「見方や考え方」（筆者作成）
２ 「政 治 や 経済 につ い て の見 方 や 考え方 」 の概
要
「‾政治 や経済 につ いて の見方 や考え方」 につ い
て は， そ の基 本 的 な考 え方 が 昭和44 年 度 改訂 学
習指 導要 領 に基 づ く 匚指導 書」 に示 さ れてい る。
そこで は， 厂概 念 はしだい に深 められ なが ら見 方，
考 え方 とな って身 につ く」 と述 べ られてお り， 経
済 的事象 や政治 的事 象を と らえ る概念を 生徒 が内
面 化 した ものを 匚見方 や考 え方」 と してい る。 そ
して， 昭和52 年 度改 訂学習 指導 要領 の 匚内容 の取
扱 い」 の中 に 匚政治， 経済 な どにつ いて の見 方 や
考 え方 」 とい う文言 が 登場 す る。 匚指導 書 」 で は
匚見 方 や考え方 」 と は， 厂価格」 や 匚議 会制」， 厂国
家 の主 権」 など の概 念を用 い て経済 的事象 や政治
的 事象 の意 味をつ かむ ことだ とさ れた。さ ら に，
「学習 指 導要 領 （平 成10 年1.2月 ） 解説 社 会編」 で
は，「見 方 や考 え方 」 を政 治 的， 経 済的 な諸 事象
を と らえ る 匚概念 的 な枠 組 み」 とし， この枠 組 み
は「‾国民 主 権」 や 匚市場 経済 の基本 的な考 え方」





明 す る基本 的 な考 え方 」4）で形 成 さ れ ると し， そ
の内容を一 層明 確化 してい る。
こう した考え方 は， 親学問 であ る政治学 や経 済
学な どの専 門科学 にお いて も散見さ れる。 例えば，






































































































発　　　　　　　問 資　　料 生　 徒　が　身　 に　 付　け　 る　知　識


















































































発　　　　　　　 問 資　　 料 生　徒　 が　身　 に　付　 け　る　知　 識


































































































ね ら い：民主政治について関心を高めるとともに, 1999 年の東ティモールの住民投票の意味を
追究させ，「国民主権」とは「国の政治の在り方を最終的に決定する権限が国民にある」
ということをつかませ，それをもとに様々な政治的事象をとらえ説明できるようにする。





















































































認識とされている。） の形成 については， 同一 の



















































































































平成14 年　pp40 ～41 では，地理的分野の大
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